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制
質
　
墨
・
　
研
　
究
　
　
第
網
十
一
…
號

彙
教
育
．
羅
會

報

　
一
月
脅
九
日
午
後
六
時
よ
り
學
生
面
勘
所
に
於
て
例
會
鮒
催
、
左
の
講
演

が
あ
っ
た
。

　
成
践
小
出
校
滲
「
親
記
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
環
磨
雄
君

村
上
氏
は
熱
る
冬
季
休
暇
を
利
用
し
て
東
京
飛
下
池
袋
に
あ
る
中
村
麻
二
氏

の
経
馨
に
係
は
る
気
前
小
子
校
を
参
坐
し
た
、
其
の
動
機
は
氏
が
単
素
…
教
育

と
暗
示
作
用
と
の
關
係
に
就
て
多
大
の
興
味
を
有
っ
て
居
る
に
あ
り
と
、
同

小
學
校
は
近
來
滲
槻
者
を
絶
翁
に
謝
絶
す
る
事
に
規
定
し
友
そ
う
だ
が
氏
に

は
特
溺
の
理
由
で
許
可
せ
ら
れ
た
。
村
上
氏
は
之
の
小
匙
校
の
實
況
を
直
掘

的
に
實
際
的
に
詳
建
せ
ら
れ
充
、
同
校
は
碧
蓮
の
小
學
校
と
異
な
り
一
定
の

主
義
に
基
い
て
敏
育
を
施
し
て
を
る
か
ら
其
の
施
設
事
項
に
於
て
聴
に
注
q

す
べ
き
も
の
紗
く
な
い
と
の
事
で
あ
る
、
　
其
の
特
色
は
特
に
見
童
の
佃
性
を

尊
露
し
て
其
の
爽
展
を
助
成
し
家
庭
と
漣
絡
を
保
ち
て
訓
練
の
實
を
暴
げ
敏

捜
上
形
式
を
緋
し
て
肖
由
活
動
を
爾
ひ
注
入
．
・
轟
を
去
っ
て
努
力
嚢
を
敷

吹
し
か
く
し
て
証
會
に
有
錨
窮
能
な
る
入
物
を
供
給
す
る
に
あ
り
と
の
事
で

あ
る
、
そ
し
て
昏
敏
師
は
校
長
の
…
教
育
方
針
を
遜
守
し
て
熱
誠
と
勉
働
と
を

以
て
楡
響
快
に
教
鞭
［
を
採
っ
て
居
る
の
で
三
校
の
事
業
は
翻
滑
に
甦
行
し
て
居

る
そ
う
だ
、
委
し
い
事
は
籐
白
が
な
い
か
ら
麟
に
略
す
事
に
し
た
、
年
素
教

育
の
學
理
を
攻
究
し
喪
際
に
遽
ざ
か
っ
て
を
る
竜
の
は
村
上
君
の
撫
一
休
暇

を
利
用
し
て
薬
毒
の
賢
況
を
競
察
す
る
滋
養
甚
だ
有
釜
で
あ
り
且
つ
叉
大
切

一
二
四

で
あ
る
、
　
習
人
は
同
君
の
講
演
に
よ
っ
て
多
大
の
趣
味
と
廓
只
釜
を
得
た
こ
と

を
感
謝
す
る
の
で
あ
る
。

辮鞭

ｮ獺

ﾚ
働
禽

　
一
月
三
十
日
（
火
）
午
後
六
時
よ
り
丈
科
第
九
教
室
に
て
、

　
　
一
、
藤
宗
の
起
源
と
其
意
義
　
　
　
小
島
石
龍
氏

　
　
一
、
龍
樹
學
設
と
眞
如
繰
起
　
　
　
佐
々
木
俊
醗
氏

　
　
一
』
霞
巳
竃
銭
ぎ
の
内
容
　
　
　
薗
　
田
　
講
師

長
倉
者
講
演
者
の
外
に
松
本
教
授
、
寺
本
講
師
、
娚
漢
、
赤
松
、
宇
野
、

越
・
本
田
客
謀
士
、
學
生
、
其
他
合
し
て
三
＋
難
名
、
＋
時
無
遷
替
。

鳥

　
　
　
　
莫
學
美
術
史
耕
狂
乱

一
月
二
＋
七
厩
午
後
七
時
よ
り
學
生
前
會
断
に
於
て
両
懸
を
聡
き
左
の
如

き
講
演
が
あ
っ
た
。

　
　
ア
ヅ
シ
シ
と
其
藝
術
　
　
　
　
　
丈
下
士
　
濃
　
田
　
耕
作
氏

　
　
口
回
本
の
磁
器
　
　
　
　
　
　
　
　

支
學
士
　
吉
　
澤
　
義
　
…
測
氏

新
著
紹
介

近
代
遍
羅
家
鴬
声

ロ
マ
ン
、
ロ
ラ
ン
巨

悪
　
隣
喜
　
八
謬

。
マ
y
、
。
－
ラ
ン
の
田
慰
や
藝
衛
は
か
な
り
我
醒
に
も
紹
介
せ
ら
れ
交


